
 
 
 

 

株式会社 三秀 
2023 年 11 月 7 日発行 

 



目次

１）    会社概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２

２）    実施体制・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ３

３）    環境経営方針・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ４

４）    環境目標・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ５

５）    環境活動計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ６

６）    環境目標の実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ７

７）    環境活動の取組み結果と評価、今後の取組み・・・・・・・Ｐ８

８）    環境関連法規等の遵守状況確認、訴訟の有無・・・・・・・Ｐ１０

９）    代表者による評価と見直し・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ１１

1



１）会社概要
株式会社　三秀

代表取締役　塩原　輝久　

本社事務所　東京都中央区茅場町２－１４－１

三重製作所　三重県鈴鹿市末広西１０－１

（型枠事業部　鈴鹿市稲生町池之下７９９０－６）

型枠事業部長　海上　貴生

TEL　059-384-6256

建設機械・輸送機器・産業機器の部品製造及び

コンクリート２次製品の型枠設計･製造

資本金　　８０００万

従業員数　６０名

三重製作所敷地面積　１２０３４㎡（内型枠３５６９㎡）

三重製作所建物面積　　６８９５㎡（内型枠１０５９㎡）

全事業所　

事業所名

代表者

事業所

環境管理責任者

連絡先

事業内容

レポート対象期間　２０２２年1月～１２月

事業規模

認証登録範囲

1032
976

1140
1097

800
900

1000
1100
1200

2019 2020 2021 2022

製品売上高(単位：百万）
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２）実施体制

型枠事業部

本社事務所

環境事務局

代表者

環境管理責任者

・部門の環境目標及び環境活動計画の運用管理

環境事務局

部門長

全従業員

・環境活動計画の実施状況確認

代表者

三重製作所

安全衛生環境委員会

環境管理責任者

部品事業部

・環境方針の理解と環境への取組みの重要性の理解

・決められたことを守り、省エネ化を実行する。

・代表者による全体の評価と見直し

・環境経営システムを構築・運用・維持し、その状況を代表者に報告

・外部からの苦情等の受付

・環境活動レポートの作成

・環境関連文書及び記録の作成・管理等

責任者 役割・責任・権限

・環境経営方針の策定

・環境管理責任者の任命

・資源（人員・設備・費用等）の準備
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３）環境経営方針

基本理念

基本方針

㈱三秀は、会社自身も社会の一員である自覚を持ち、事業活動を
通じて人の健康維持と地球環境保全に積極的且つ継続的に取り組
みます。

㈱三秀は、以下の方針を全社員に周知し、環境経営活動を行い、
環境汚染の防止に努めます。

① あらゆる事業活動でエネルギーのロスを削減し、二酸化炭素の排
出量削減を推進します。

② 節水に努め、水資源の使用量削減を推進します。

③ 廃棄物の分別徹底とリサイクルを積極的に行い、廃棄物排出量削
減を推進します。

④ 環境に関係する法令・法規制・条例等及び当社が同意したその他
の要求事項を遵守します。

⑥ 取組内容を環境経営レポートに取りまとめ、社外に公表します。

令和 3年1月1日　改訂

　株式会社　三秀

　代表取締役　塩原　輝久

⑤ 製品･サービスの向上を図り､工程内不良の低減を推進します。
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４）環境目標

基準年度 2020年度 2021年度 2022年度

2019年 目標1%削減 目標2%削減 目標3%削減

428.5 424.2 419.9 415.6

(総量442,210) (総量437,788) (総量433,366) (総量428,944)

58㎥/月

（上限値）

0.14㎥/百万/月

（管理値）

不良削減 不良削減 不良削減

型枠修理 型枠修理 型枠修理

基準年度 2020年度 2021年度 2022年度

2019年 目標1%削減 目標2%削減 目標3%削減

 軽油使用量

毎年設定

　化学物質使用量の維持管理
維持管理（上限値：100㎏/月）

生産活動には使用しておらず工場保全に使用する塗料が主。

  廃棄物排出量
維持管理 維持管理

 （㎥/百万）

　グリーン購入の推進
12 12 12

（kg-CO2/百万)

  電力使用量 
728.3

（kWh/百万)

項       目

　CO2の総排出量

721.0 713.7

　CO2の総排出量
— — —

（kg-CO2/百万)

　灯油使用量の実績把握

項       目

維持管理（上限値：2000ℓ）

休憩所の暖房器具。使用期間を限定。

  電力使用量 
— — —

（kWh/百万)

  ガソリン使用量
4.61 4.56 4.52

（Ｌ/百万）

（件数）

　省資源事業部展開目標

—

通常下記環境目標は2017年度～2019年度の環境負荷実績の平均を
基準値として目標を設定するのですが、2019年度に目標値の見直し
た為。また引き続き事業活動の変化に対応する為、各項目の総量を
把握しながらも、2019年度をベースに売上原単位（月平均）としま
した。

※上記数値は”毎月の使用量/その月の売上”の月毎の年間平均値です。

三重製作所

本社事務所

4.5

15.0

維持管理

維持管理

12

※二酸化炭素排出係数(2011年度)   ｶﾞｿﾘﾝ：2.32kg-CO2/L
   電力：0.518kg-CO2/kWh   軽油：2.58kg-CO2/L

本社事務所はテナントビルの為､使用量不明目標設定なし｡

15.44 15.29 15.13
（Ｌ/百万）

—

  上水道使用量
維持管理 維持管理

（㎥/百万）

706.5
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５）環境活動計画
2021年1月～12月の環境活動計画。

担当部門

全社

全社

三重

三重

三重

三重

三重

三重

三重

全社

三重

全社

三重

型枠

全社

型枠

部品

三重

廃棄物の分別を行ない再資源化を図る｡

月当たりの排出量が､管理値を大幅に超えた場合、原
因究明及び対策を講じる。

使用済みの砥石を選別し、再利用できるものを使用す
る。

エコドライブの励行、燃費の向上を図る。

車両の整備を行う。（タイヤ空気圧等）

事務用品を対象として展開を行い、成果件数を把握す
る。

型枠メンテナンス（修理）積極的に行うことによる省
資源化

不良削減活動の推進

水使用量の削減

廃棄物排出量の削減

具体的取組内容

冷暖房使用状況の管理

休憩時不要な照明の消灯

歩留まりを向上させる。

月当たりの使用量が､上限値を超えた場合、原因究明
及び対策を講じる。

移動距離の削減を意識する｡
(同一地区の客先訪問日程合わせる等)

エコドライブの励行、燃費の向上を図る。

車両の整備を行う。（タイヤ空気圧等）

節水を心がける（節水表示）

環境目標

電力使用量の削減

ガソリン使用量の削減

軽油使用量の削減

グリーン購入

省資源事業部
展開目標

化学物質の管理 油倉庫内化学物質保管量の適正管理を行う。

合い積みなどを考慮し､運行数削減を図る｡
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６）環境目標の実績
2022年1月～12月の運用期間の実績値。

目標 実績

415.6 391.5

(総量428,944) (総量429,151)

58㎥/月

（上限値）

（上限値）

不良削減35件以内 28件

型枠修理件数 439件

100㎏/月

（上限値）

2000ℓ

（上限値）

基準年度

2019年 目標 実績

項       目
2022年度

達成状況

　CO2の総排出量の削減
〇

（kg-CO2/百万)

※二酸化炭素排出係数(2011年度)  ｶﾞｿﾘﾝ：2.32kg-CO2/L
  電力：0.518kg-CO2/kWh   軽油：2.58kg-CO2/L三重製作所

 軽油使用量削減
15 13.66 〇

（Ｌ/百万）

※上記数値は”毎月の使用量/その月の売上”の月毎の年間平均値です。

  電力使用量の削減 
706.5 677.3 〇

（kWh/百万)

  ガソリン使用量削減
4.5 2.07 〇

（Ｌ/百万）

　グリーン購入の推進
12 12 95 〇

（件数）

  上水道使用量の削減 
維持管理 維持管理 〇

（㎥）

  廃棄物排出量の削減 0.2㎥/百万/月
維持管理 〇

 （㎥/百万）

管理値超える月有り

　灯油使用量の実績把握 維持管理 694 〇

項       目
2022年度

達成状況

本社事務所

　省資源事業部展開目標 毎年設定 〇

　化学物質使用量の維持管理 維持管理 維持管理 〇

本社事務所はテナントビルの為､使用量不明目標設定なし｡

  電力使用量の削減 
— — — —

（kWh)

　CO2の総排出量の削減
— — — —

（kg-CO2)
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７）環境活動の取組み結果と評価、今後の取組み

Ⅰ　取組結果と評価

達成状況

達成状況

三重製作所

  電力使用量の削減 
〇

前年は数値目標を達成できなかったが､本年度は約10％
ほど削減し目標達成となった｡（kWh/百万)

  ガソリン使用量削減
〇

前年と比較して20％近く削減できている｡継続して活動
を行う｡（Ｌ/百万）

項       目 評価と次年度の取組内容

　CO2の総排出量の削減
〇

売上が少し減少している中で目標達成したことは､環境
に配慮できているといえる｡電力とガソリンの消費が増
えているので､注視して活動を行う｡（kg-CO2/百万)

  廃棄物排出量の削減
〇

全体の排出量としては減少しているが､更に排出を抑え
るための算段を行う｡

 （㎥/百万）

　グリーン購入の推進
〇

商品購入の際にグリーンマークを意識して選定できた
結果となった。次年度も継続する。

（件数）

 軽油使用量削減
〇

型枠事業部での営業活動が変わらず活発なため､前年よ
り10％ほど増加しているが､数値としては問題なく継続
して活動を行う｡（Ｌ/百万）

  上水道使用量の削減 
〇

今年度も概ね使用量を抑えることができた｡引き続き検
査時の雨水の利用を検討していく｡

（㎥）

　CO2の総排出量の削減
—

冬場の暖房機器使用時の使用量が気になるが､概ね問題
なく削減できている｡継続して活動を行う｡

（kg-CO2)

  電力使用量の削減 
—

（kWh)

　灯油使用量の実績把握 -
暖房器具が適正に使用されていた。次年度も継続す
る。

項       目 評価と次年度の取組内容

本社事務所

　省資源事業部展開目標 〇
型枠のメンテナスについては､受注状況も順調に推移し
ており安定して数値も見込めるので､継続して活動を行
う｡

　化学物質使用量の維持管理 -
規定量の管理が正常に行われていた。次年度も継続す
る。

本社事務所はテナントビルの為､使用量不明目標設定なし｡
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Ⅱ　次年度以降の中期目標

2023年度 2024年度 2025年度

目標1%削減 目標2%削減 目標3%削減

2023年度 2024年度 2025年度

目標1%削減 目標2%削減 目標3%削減

446,488 442,023 437,603

（Ｌ）

 軽油使用量

三重製作所
※二酸化炭素排出係数(2011年度)   ｶﾞｿﾘﾝ：2.32kg-CO2/L

電力：0.518kg-CO2/kWh   軽油：2.58kg-CO2/L

項       目

　CO2の総排出量

（kg-CO2)

  電力使用量 

（kWh)

776,528 768,763

—

—

761,075

2,736

14,348

（Ｌ）

項       目

　CO2の総排出量

(kg-CO2)

  電力使用量 

(kWh)

— —

— —

※売上金額の変動幅と設備投資等を加味し､原単位から総量表記にし基準値を見直しました｡

本社事務所

2,792 2,764

14,639 14,493

  ガソリン使用量

本社事務所はテナントビルの為､使用量不明目標設定なし｡
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８）環境関連法規等の遵守状況確認、訴訟の有無

当社に適用となる主な法規制等　評価日：2022.4.30

遵守状況

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

法規制等 法令の要求事項

特定施設の届出

三重県津環境保全に関する条例（第
15条）

水質汚濁防止法

浄化槽法

フロン排出抑制法

廃棄物処理及び清掃に関する法律

消防法

鈴鹿市火災予防条例

労働安全衛生法　機械等の規則

有機則

振動規制法

三重県生活環境の保全に関する条例
（第7・22条）

騒音規制法

三重県生活環境の保全に関する条例
（第7・22条）

自動車リサイクル法

小型家電リサイクル法

処理委託業者への実地確認

設置許可取得

構造取扱基準遵守・危険物保安監督者届出・
少量危険物貯蔵届出

特定施設の届出

規制基準の遵守

規制基準の遵守

油水分離槽定期点検

浄化槽設置届・保守点検・清掃・法定検査

騒音振動関係公害防止管理者・公害防止統括
者の選任届

適合車使用・適正な点検及び燃料の使用

当社事業活動で環境関連法規の違反は、確認の結果ありませんでした。また
関係機関からの指摘、外部からの苦情・訴訟は、過去３年間ありません。

公害防止組織の整備に関する法律

自動車NOX・PM法

自主点検記録保管・SDS周知

有機溶剤作業主任者の選出及び特殊健康診断
実施記録保管及び設備点検記録等届出。

アイドリングストップ周知義務

使用済自動車の引取業者への適正な引渡。リ
サイクル料金。

使用済特定家電の引取業者への適正な引渡

特定製品の定期点検・記録保管、廃棄時の適
正回収・破壊措置義務

運搬・処分業者への委託契約

マニフェスト交付・状況報告

保管場所の明示・保管基準
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９）代表者よる全体の評価と見直し

2023年1月31日

株式会社　三秀

塩原　輝久

売り上げが２０２１年より減少している中で､２０２２年度の活動としては､
ほとんどの項目で目標数値を達成することができ､環境意識を持って活動して
いただいているが確認できました｡今後はエコアクション活動の一環として近
年よく話題になっている､カーボンニュートラルやＳＤＧｓに対しても意識し
ながら活動を行ってください｡
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